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微分方程式に含まれる最高階の導関数の階数をその微分方程式の階数という．

例 1 （１）dy

dx
= −x

y
は 1階の微分方程式である．

（２）d2y

dx2
= −gは 2階の微分方程式である．

この講義では特に断らない限り，独立変数を xで，未知関数を yで表す．n階の微分方程式は一般に

F (x, y, y′, . . . , y(n)) = 0 (F は既知の関数)

と表せる．その中で特に，

y(n) = G(x, y, y′, y′′, · · · , y(n−1)) (Gは既知の関数)

の形をしているものを正規形の微分方程式という．ここで，y′ =
dy

dx
，y′′ =

d2y

dx2
，. . .，y(n) =

dny

dxn
である．

例題 5 微分方程式 x2y′′ + yy′ = 3xの階数を示し，可能なものについては正規形に直せ．

解：x2y′′ + yy′ = 3xは 2階の微分方程式である．これを y′′ について解くと

∴ y′′ =
3x − yy′

x2
=

3
x
− yy′

x2
.

問題 8 次の微分方程式の階数を示し，可能なものについては正規形に直せ．

(1) y′2 − y2 − log(1 + x2) = 0 (2) yy′′′ = (y′′)2 (3) (x2y′)′ + 4x2y = 0

例題 6 関数 y = x3 + x2 + x + 1が，微分方程式 y(4) = 0を満たす事を確かめよ．

解．
y′ = 3x2 + 2x + 1, y′′ = 6x + 2, y′′′ = 6, ∴ y(4) = 0.

問題 9 次の関数 yが与えられた微分方程式を満たす事を確かめよ．ここで a，bは定数である．

(1) y = x(a − cos x), xy′ − y = x2 sinx

(2) y = a−1 cosh ax + b, y′′ = a
√

1 + (y′)2

例題 7
df

dx
(x) = 0ならば f(x) = C（C は任意定数）であることを用いて，微分方程式 xy′ + y − 1 = 0の

一般解を求めよ．
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解．
0 = xy′ + y − 1 =

d

dx
(xy − x) ⇒ xy − x = C ∴ y =

x + C

x
= 1 +

C

x
.

問題 10
df

dx
(x) = 0ならば f(x) = C（C は任意定数）であることを用いて，次の微分方程式の一般解を求

めよ．
(1) xy′′ + y′ − x = 0 (2) x2y′′ + 4xy′ + 2y = 0
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